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昭
和
六
十
三
年
度
に
市
が
行
っ
た
十
日
町
駅
西
側

地
区
整
備
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
、
関
係
地
区
や

関
係
者
に
対
し
て
説
明
会
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
市
全
体
の
将
来
に
か
か
わ
る

問
題
で
も
あ
り
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
き
な
変
化
を
迎
え
る
十
日
町
市

闘
活
性
化
の
た
め
の
整
備

　
十
日
町
市
は
、
北
越
北
線
の
平
成

七
年
の
開
業
（
予
定
）
お
よ
ぴ
新
十

日
町
大
橋
の
平
成
四
年
供
用
開
始

（
予
定
）
、
都
市
計
画
道
路
「
高
山

太
子
堂
線
」
の
一
部
供
用
開
始
な
ど

大
き
な
変
化
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
駅
の
西
側
地

区
は
市
の
中
心
部
と
い
う
立
地
条
件

に
あ
り
な
が
ら
、
都
市
基
盤
整
備
の

遅
れ
か
ら
冬
期
間
の
除
雪
や
救
急
車

な
ど
は
い
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
西
側
地
区
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
調
査
を
行
い
望
ま
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し

た
。闘

約
百
四
十
一
診
が
対
象

　
西
側
地
区
を
中
心
に
、
す
で
に
整

備
が
完
了
し
た
地
区
を
除
い
て
、
今

後
も
市
街
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る

ズ
t
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約
百
三
十
一
診
の
地
区
の
ほ
か
、
駅

の
東
側
地
区
の
約
十
診
に
つ
い
て
も

密
接
な
関
連
が
あ
る
た
め
調
査
地
区

に
加
え
て
い
ま
す
。

闘
テ
↓
は
自
然
と
産
業

　
計
画
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
調
査

地
区
の
自
然
か
ら
「
水
と
緑
」
、
地

場
産
業
で
あ
る
き
も
の
か
ら
「
織
り
」

を
、
調
査
地
区
の
求
め
る
活
性
化
か

ら
「
活
き
活
き
タ
ウ
ン
」
の
三
つ
を

組
み
合
わ
せ
て
「
水
と
緑
の
織
り
な

す
活
き
活
き
タ
ウ
ン
」
と
し
ま
し
た
。

醐
市
全
体
の
課
題

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
直
接
的
に
は

西
側
地
区
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で

す
が
、
し
か
し
、
将
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
視
点
に
立
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
単
に
西
側
地
区
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

市
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
構
想
に
七
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
定

闘
住
宅
ゾ
ー
ン

　
駅
に
近
く
、
交
通
な
ど
の
利
便
性

も
高
く
人
口
が
わ
ず
か
な
が
ら
、
増

加
し
て
い
る
地
区
で
あ
り
「
克
雪
タ

ウ
ン
モ
デ
ル
地
区
」
を
設
置
し
、
環

境
の
優
れ
た
雪
に
強
い
住
宅
地
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

腎
業
ゾ
ー
ン

　
駅
を
中
心
と
し
た
地
区
を
商
業
ゾ

ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、
駅
前
両
広

場
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
地
区
は
、
北
越
北
線
の
開
業

時
に
は
駅
西
前
広
場
と
な
る
地
区
で

あ
り
、
東
側
と
一
体
と
な
ゆ
た
開
発

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
東
西
を
結
ぶ
地
下
道
の
建
設
と
高

田
町
通
り
線
（
県
道
十
日
町
川
西
線
y

稲
荷
町
線
（
市
道
）
の
改
良
に
よ
り
、

相
乗
効
果
が
図
ら
れ
、
東
西
の
発
展

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
か
ら
本
町
西
線
ま
で
の

間
を
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
位
置

づ
け
、
き
も
の
関
係
の
商
店
を
配
置

す
る
な
ど
、
訪
れ
る
人
々
に
”
十
日
町

ら
し
さ
”
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
今
後
、
北
越
北
線
の
開
業
、
新
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

日
町
大
橋
の
開
通
な
ど
交
通
網
が
整

備
さ
れ
、
さ
ら
に
リ
ゾ
ー
ト
が
推
進

さ
れ
る
と
、
今
ま
で
以
上
の
「
入
り
込

み
客
」
が
予
想
さ
れ
、
新
た
な
商
業
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

翻
文
教
ゾ
ー
ン

　
現
在
、
こ
の
地
区
は
小
学
校
や
総
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合
体
育
館
、
博
物
館
な
ど
の
公
共
施

設
が
立
ち
並
び
、
す
で
に
文
教
地
区

を
形
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、

土
地
利
用
の
検
討
を
行
い
、
文
化
・

教
育
施
設
の
移
転
や
新
設
な
ど
を
進

め
、
文
教
ゾ
ー
ン
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

醐
都
市
施
設
ゾ
ー
ン

　
現
在
、
下
水
道
処
理
セ
ン
タ
ー
が

立
地
し
て
い
る
地
区
周
辺
や
浄
配
水

場
が
立
地
し
て
い
る
地
区
周
辺
は
、

都
市
施
設
ゾ
ー
ン
と
し
て
今
後
と
も

こ
の
地
区
に
適
し
た
都
市
施
設
の
集

積
地
区
と
し
て
い
き
ま
す
。

圏
田
園
ゾ
ー
ン

　
高
山
太
子
堂
線
の
沿
線
は
、
道
路

網
が
未
整
備
の
ま
ま
市
街
化
が
進
む

と
、
背
後
の
土
地
利
用
な
ど
に
支
障

が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
高
山
太
子
堂
線
の
西
側
は
、
当
面

市
街
地
隣
接
の
農
用
地
と
し
て
新
た

な
農
業
展
開
を
図
る
場
と
し
て
利
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
、
ま

ち
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
土
地
利
用

計
画
が
可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

圏
レ
ク
リ
†
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
既
存
の

市
民
プ
ー
ル
や
青
少
年
野
球
場
な
ど

含
め
て
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
集
積
し
た
地

区
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

響
濃
川
親
水
公
園
ゾ
ー
ン

　
信
濃
川
河
川
敷
内
で
水
に
触
れ
た

り
、
水
を
楽
し
め
る
よ
う
な
空
間
を

つ
く
り
上
げ
る
た
め
、
大
規
模
な
親

水
公
園
を
配
置
し
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
信
濃
川
を
よ
り
身
近
な
も

の
と
し
、
隣
接
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
の
一
体
的
な
利
用
を

図
り
ま
す
。
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ル
鰯
、

実
現
に
向
け
基
本
計
画
が
急
務

騨
生
活
環
境
の
整
備

　
十
日
町
市
の
活
性
化
の
た
め
に
、

さ
ら
に
将
来
、
良
好
な
市
街
地
形
成

の
た
め
、
西
側
地
区
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
現
在
の
西
側
地
区
は
、
住
宅
の
建

て
替
え
や
宅
地
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、

「
ミ
ニ
開
発
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る

一
方
、
道
路
が
狭
い
、
公
園
が
少
な

い
、
買
い
物
が
不
便
、
一
部
の
地
域

で
は
下
水
道
が
未
整
備
な
ど
生
活
環

境
の
悪
化
が
著
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
冬
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
環
境
の
不
備
が
一
層
増
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
北
越
北
線
の
開
通
、
新
十

日
町
大
橋
の
完
成
な
ど
地
域
の
交
通

体
系
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
市

街
地
の
整
備
も
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
西
側
は
広
場
の
開
設
、
こ
れ
に
関

連
す
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
、

さ
ら
に
J
R
飯
山
線
の
東
西
交
通
を

ス
ム
ー
ズ
に
連
絡
す
る
施
設
整
備
な

ど
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
今
後
、
西

側
地
区
の
整
備
は
面
的
、
総
合
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鍾
土
地
の
立
ち
入
り

　
調
査
区
域
の
中
で
、
も
っ
と
も
整

備
の
急
が
れ
る
地
区
は
、
高
田
町
通

り
線
と
稲
荷
町
線
と
本
町
西
線
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
、
今
年
、
基
本
計
画

を
立
て
る
た
め
の
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
調
査
は
、
現
況
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
況
測
量
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん

の
土
地
に
立
ち
入
り
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

謹
調
査
に
ご
協
力
を

　
こ
の
構
想
を
具
体
化
し
、
実
現
す

る
た
め
に
は
、
ま
だ
調
査
が
必
要
で

す
し
、
調
査
結
果
に
よ
る
基
本
計
画

も
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
計
画
を
立
て
る
た
め

に
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
の
相
談

も
必
要
と
な
り
ま
す
し
、
ご
意
見
も

お
聞
き
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
地
権
者
を
は

じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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川
治
小
学
校
相
撲
部
が
大
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
県
大
会
団
体
戦
五
連
覇

　
第
十
五
回
新
潟
県
小
・
中
学
生
相
撲

大
会
（
新
潟
県
相
撲
連
盟
主
催
）
が
、

七
月
二
十
三
日
㈲
新
潟
護
国
神
社
相
撲

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出

場
し
た
川
治
小
学
校
，
（
品
川
睦
校
長
）

相
撲
部
は
、
団
体
戦
で
優
勝
し
五
連
覇

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
同
校
相
撲
部
は
、
七
月
九
日
㈲
十
日

町
市
武
道
館
で
行
わ
れ
た
中
越
大
会
で

六
連
勝
し
、
そ
の
余
勢
を
か
い
優
勝
を

目
ざ
し
て
県
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
小

柄
な
選
手
が
多
い
同
校
部
員
は
、
立
ち

合
い
の
鋭
さ
と
俊
敏
な
動
き
で
自
分
の

体
重
の
二
倍
も
あ
る
選
手
を
破
り
、
予

選
リ
ー
グ
ニ
位
、
決
勝
戦
で
新
津
愛
好

会
に
六
勝
一
敗
と
圧
勝
し
ま
し
た
。
こ

の
輝
か
し
い
成
績
の
影
に
は
、
ぷ
つ
か

り
げ
い
こ
や
し
こ
ふ
み
な
ど
毎
日
の
猛

練
習
と
村
山
国
夫
（
川
治
下
町
ご
さ
ん

の
熱
心
な
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
七
月
三
十
日
㈲
に
第
五
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
大
会
（
日
本
相
撲
協
会
、

東
京
青
年
会
議
所
主
催
）
が
両
国
国
技

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、

星
名
吉
栄
君
（
四
年
生
）
村
山
智
明
君

（
五
年
生
）
佐
藤
輝
明
君
（
六
年
生
）

が
出
場
し
大
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
三
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

　
（
県
大
会
団
体
戦
出
場
選
手
）

佐
藤
輝
明
君
・
清
水
研
哉
君
・
小
林
英

人
君
（
六
年
生
）
村
山
智
明
君
・
石
沢

陽
一
君
（
五
年
生
）
阿
部
哲
郎
君
・
星

名
吉
栄
君
（
四
年
生
）
の
七
人
。

　
大
鈴
木
（
時
津
風
部
屋
）
を
目
ざ
し

て
頑
張
れ
〃
”
川
治
小
学
校
豆
力
士
。

竪灘離・　｝
毒
ノ 騨轍
く摺　　』’・§

燥鱒一蝉“

県大会に優勝した豆力士たち

集会人
役

（
U
一

n
U
に

ハ
U
り

　
，
く

ー
づ
操
康
体
罐
オ
夏

ジラ

　
七
月
二
十
五
日
㈱
、
水
沢

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

「
第
六
回
水
沢
地
区
ラ
ジ
オ

体
操
千
人
集
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
小
・
中
学
生
、

父
兄
、
お
年
寄
り
な
ど
約
千

二
百
人
が
参
加
。
地
区
体
協
、

公
民
館
、
中
学
校
が
主
催
す

る
こ
の
企
画
は
、
夏
休
み
に

入
る
と
各
地
区
で
一
斉
に
ラ

ジ
オ
体
操
が
始
ま
り
ま
す
が
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
小
学

生
で
す
。
そ
こ
で
中
学
生
か

ら
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
始
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
快
適
な
夏
を
過
ご

す
た
め
に
地
区
民
が
一
堂
に

集
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ば
と
、

主
催
者
側
は
願
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は

朝
の
「
N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
招
待

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
欝
灘
．
翻

　
　
　
　
　
鐵
蠣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
欝
齢
　
．

参議院新潟県選出議員選挙結果

　　　一7月23目投票　県選管確定一
　⑮稲村稔夫（社・現）599，169票（13，252）

　⑭吉川芳男（自・現）443，600票（8，877）

　　村田一男（共・新）　67，592票（1，483）

　　水野孝吉（青・新）　11，150票（　228）

　　　　　　　（）内は十日町市開票区の得票

　　　　　十日町市開票区選挙結果

　　■有権者数34，354人　　■投票者数25，220人

　　■棄権者数　9，134人　　■投票率　73．41％

　　■無効投票　1，380票

参議院比例代表選出議員選挙結果

届出
番号

政　党　等　名 得　票　数
（十日町市開票区）

1 ち き　ゅ　　う　ク　ラ ブ 118

2 世 界　　浄　　霊 △
云 5

3 社 会　主　義　労　働 者　党 8
4 税 金 党 187

5 大 行　社　政　治　連 盟 5
6 日 本　　社　　会 党 11，085

7 ス ポ　ー　ツ　平　和 党 316

8 日 本　　共　　産 党 967

9 年 金 党 234

10 人 間 党 16

11 太 陽　　　　の △
云 55

12 u F　　　　O 党 27

13 新 政　　　ク　　　ラ ブ 10

14 大 日　　本　　誠　　流 社 6
15 、

王 権　　在　　民 党 1
16 新 自　　由　　ク　　ラ ブ 56

17 新 自　　　由 党 28

18 全婦会救国党ミニ政党悪税消費税反対大連合 18

19 進 歩 党 105

20 みどりといのちのネットワータ 45

21 エイズ根絶性病撲滅国民運動太陽新党 6
22 老 人　　福　　祉 党 48

23 道　州 制　推　進　会 議 1
24 MPD・平和と民主運動 11

25 緑 め 党 17

26 教
、　コ袈

目 党 17

27 日 本　　青　　年 社 12

28 自 由　　民　　主 党 7，430

29 福 祉 党 119

30 サ　ラ リ　ー　マ　　ン 新　党 89

31 原発　い　ら　な　い　人　ぴ　と 33

32 第 二　　院　　タ　　ラ ブ 285

33 公 明 党 1，496

34 雑 民 党 1
35 民 社 党 1，108

36 国会議員を半分に減らす会 59

37 日 本　　世　　直．し

　　　o
党 13

38 政　事 公　団　太　平 会 1
39 環 境 党 5
40 日本国民権利擁護連盟 2

■投票者数25，210人

■投票率73．38％

ロ有権者数34，354人

ロ棄権者数　9，144人

■無効投票　1，165票

薯



広
域
営
農
団
地
農
道
の
起
工
式

　
　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
幹
線
と
し
て
も
期
待

　
七
月
二
十
六
日
伽
、
珠
川
で
広
域
農

道
（
広
域
営
農
団
地
農
道
）
中
魚
沼
第

二
期
地
区
（
中
里
村
か
ら
十
日
町
市
ま

で
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
県
や
工
事
関

係
者
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
広
域
農
道
は
、
昭
和
五
十
八
年

度
か
ら
着
工
さ
れ
、
国
道
一
一
七
号
線

と
平
行
し
て
十
日
町
市
、
中
里
村
、
津

南
町
を
結
ぶ
総
延
長
二
十
六
・
六
♂
で

全
幅
員
七
レ
酬
、
総
事
業
費
約
八
十
一
億

円
で
す
。

　
そ
の
第
一
期
地
区
（
中
里
村
か
ら
津

南
町
ま
で
）
の
工
事
は
、
総
延
長
十
一

，
。
、
総
事
業
費
約
四
十
五
億
円
で
、
す

で
に
倉
俣
大
橋
が
完
成
し
、
今
年
石
坂

橋
が
完
成
し
ま
す
。

　
今
回
、
起
工
式
が
行
わ
れ
た
の
は
、

国
道
三
五
三
号
線
の
中
里
村
の
朴
木
沢

か
ら
国
道
二
五
三
号
線
の
十
日
町
市
池

之
平
ま
で
の
総
延
長
約

十
五
・
六
キ
。
、
総
事
業

費
約
三
十
六
億
円
で
平

成
十
一
年
度
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
今
年
度

は
約
一
億
三
千
万
円
で

中
里
側
二
百
層
、
十
日

町
側
四
百
五
十
癖
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
完
成
す
る
と

や
水
稲
、
畜
産
、

嘉．識離評

ゾ
i
卜
幹
線
道
路
と
し
て
も
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
生
鮮
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
養
蚕
な
ど
の
流
通
の

円
滑
化
を
図
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
リ

　
　
号
緯

　
　
z
路

　
　
　
　
　
認

嚇
　
掌
銘

紋
相
鞘
　
　
！

鳴
　
　
相
　
　
。

”
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
．
k
4

　
　
　
　
、
、
，

ノ信
濃
llノ

＼　
＼

　
＼
N
￥
♂村里

ー
襯

中
臼

　
　
3

工事の安全を祈って
くわ入れ式ネ庸

諏訪まつり前夜祭「仮装大会』

　
夏
の
夜
空
に
参
加
す
る
人
、

み
る
人
、
み
ん
な
飛
ぴ
出
し

て
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

■
と
　
き
　
八
月
二
十
五
日

㈹
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

二
十
分
（
小
雨
決
行
）

凹
と
こ
ろ
　
本
町
一
～
六
丁

目
、
駅
通
り

ロ
集
合
場
所
　
午
後
六
時
三

十
分
に
ク
ロ
ス
ー
0
駐
車
場

■
参
加
基
準
　
①
市
内
外
を

問
わ
ず
個
人
・
団
体
　
②
参

加
人
数
は
一
人
か
ら
無
制
限

た
だ
し
、
二
人
ま
で
は
「
個

人
の
部
」
三
人
以
上
は
「
団

体
の
部
」
と
す
る
。

■
表
　
彰
　
最
優
秀
、
二
位
、

三
位
に
賞
金
と
賞
品
、
全
員

に
参
加
賞

ロ
申
し
込
み
　
八
月
二
十
一

日
σD
ま
で
に
市
観
光
協
会
（
且
57
－
3

3
4
5
）
、
商
工
会
議
所
（
盈
57
－
5

1
1
1
）
、
商
工
観
光
課
（
費
5

7
f
3

1
1
1
内
線
脚
・
謝
）
へ
。

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
諏
訪
ま
つ
り

ナ
イ
ス
ふ
～
ど
新
潟
紹9
「
食
と
緑
の
博
覧
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
雪
と
き
も
の
の
里
十
日
町
”

　
九
月
三
日
㈲
ま
で
開
か
れ
て
い
る
ナ

イ
ス
ふ
～
ど
新
潟
8
9
「
食
と
緑
の
博
覧

会
」
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
（
隊
長
小
川
経

済
部
長
以
下
三
十
名
）
が
八
月
五
日
ω

に
十
日
町
市
を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
広
場
前
に
テ
ン
ト
村
を
開

設
。
中
に
は
、
塩
之
又
森
林
公
園
に
貯

蔵
し
て
お
い
た
雪
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
ニ

台
分
）
を
入
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ク
ー
ラ

ー
ゾ
ー
ン
の
出
来
上
が
り
。
「
涼
し
さ
」

を
求
め
て
や
っ
て
く
る
観
光
客
は
、
時

な
ら
ぬ
夏
雪
の
土
産
に
大
喜
び
で
し
た
。

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
も
着
物
姿
で

十
日
町
織
物
を
P
R
。
暑
さ
に
負
け
ず
、

吉
田
小
学
校
の
あ
す
な
ろ
太
鼓
の
皆
さ

ん
も
四
回
に
わ
た
っ
て
大
熱
演
し
、
会

場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
沸
き
起
こ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
栗
お
こ
わ
、
ゼ
ン
マ
イ

の
販
売
、
そ
ば
や
モ
チ
な
ど
の
特
産
品

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
十
日
町
の
名
が
一
層

広
ま
っ
た
企
画
で
し
た
。

に
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
P
R

大好評のうちにキャラバン隊も満足

　　　　タぶな
大池へら鮒釣り大会

　
静
か
な
美
し
い
自
然
の
な

か
で
、
へ
ら
鮒
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。

　
釣
り
愛
好
者
の
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
釣
れ
る
楽

し
い
釣
り
場
に
し
よ
う
と
昨

年
二
回
に
わ
た
っ
て
へ
ら
鮒

を
大
放
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
・
看
板
・

ベ
ン
チ
・
桟
橋
の
整
備
も
終

わ
っ
て
装
い
も
新
た
に
な
り

ま
し
た
。
楽
し
い
釣
り
場
が
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
　
　
き

受
け
付
け

競
技
時
間

ロ
と
こ
ろ

■
参
加
費

■
賞
　
品

と
び
賞
、

九
月
三
日
㈹
雨
天
決
行

”
午
前
四
時
三
十
分

”
午
前
五
時
～
午
後
二
時

大
　
池

千
五
百
円
（
昼
食
付
き
）

　
一
位
～
三
位
、
大
型
賞
、

　
　
　
　
全
員
に
参
加
賞

■
募
集
人
数
　
先
着
五
十
人

■
申
し
込
み
　
八
月
二
十
八
日
㈹
ま
で

に
大
池
内
水
面
漁
業
組
合
長
（
庭
野
宏

平
費
5
2
…
3
4
0
8
）
、
市
観
光
協
会

（
ク
ロ
ス
ー
0
奮
5
7
－
3
3
4
5
）
、
キ

ジ
マ
釣
具
店
（
費
5
2
－
2
4
7
8
）
、

尾
口
釣
具
店
（
盈
5
7
i
3
8
2
7
）
へ
。

9三墜

可　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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蜜ご穆6）諺票

世界の美術展が十日町にやってくる！

　
博
物
館
の
開
館
と
博
物
館
友
の
会
が
結

成
さ
れ
て
今
年
で
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

博
物
館
は
「
テ
ー
マ
展
示
」
と
「
友
の
会
」

の
あ
る
博
物
館
と
し
て
、
全
国
的
に
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
十
周

年
を
記
念
し
て
池
田
満
寿
夫
展
「
詩
と
愛

の
世
界
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
十
代
で
世
界
の
美
術
界
に
デ
ビ
ュ
！

し
た
版
画
家
は
、
芥
川
賞
作
家
、
映
画
監

督
、
タ
レ
ン
ト
で
も
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ

灘
灘
灘
．
灘
灘
難
榊

　
　
　
　
　
　
翻
謙
灘
糊
獲
難

　
　
　
　
　
露
、
　
　
叉
　
、
馨
》
、
　
　
・
　
ノ

　
　
　
　
　
　
ヂ
箋
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

》
座
せ
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
（
一
九
七
〇
年
）

〉
陽
光
の
よ
う
に
（
一
九
八
一
年
）

の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
は
、
池
田
氏
の
代
表
的
な
版
画
と

新
作
の
絵
画
、
陶
芸
な
ど
約
百
点
を
展
示

し
ま
す
。
県
下
初
の
美
術
展
は
、
織
物
の

ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
地
方
で
は
め
っ
た
に
み
る
こ
と
の

で
き
な
い
世
界
の
美
術
展
を
ご
家
族
、
職

場
、
学
校
こ
ぞ
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
　
期
　
m
月
2
1
日
出
～
29
日
㈲

　
会
期
中
無
休
、
開
館
午
前
9
時
～
午
後

　
4
時
30
分
（
た
だ
し
、
2
1
日
の
み
開
場

　
式
の
た
め
午
後
1
時
か
ら
開
館
）

会
　
場
　
十
日
町
市
博
物
館

　
（
本
町
西
一
奮
5
7
－
5
5
3
1
）
同

　
重
文
越
後
縮
収
蔵
庫
公
開
、
友
の
会
1
0

　
周
年
展
を
同
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
　
大
人
　
　
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
（
当
日
6
0
0
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
　
　
3
0
0
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
2
0
0
円

　
高
校
生
以
下
団
体
割
引
あ
り

前
売
券
発
売
開
始
！

　
博
物
館
、
公
民
館
本
館
、
地
区
館
、
そ

　
の
他
多
く
の
後
援
団
体
で
取
り
扱
っ
て

　
い
ま
す
。

■

＝＝

　
博
物
館
お
よ
び
友
の
会
で
は
、
1
0
周
年
記
念
講
演
会
も
開
催

し
ま
す
。
左
の
世
界
的
芸
術
家
三
氏
に
よ
る
地
方
文
化
へ
の
提

言
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

日
　
時

会
　
場

テ
ー
マ

入
場
料

10

月
21
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
学
校
町
1
）

芸
術
と
人
生

無
料
（
入
場
制
限
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
）

佐藤陽子（さとう．ようこ）

　昭和25年福島県生まれ。

モスクワ国立音楽院卒業。

バイオリニスト。チャイ

コフスキーコンクールな

ど数々の国際コンクール

に入賞。歌劇「蝶々夫人」

で声楽家に。著書「音楽

のある街角」など。

池田満寿夫（いけだ・ますお）

　昭和9年中国生まれ。

終戦により長野市に引き

揚げ、長野北高校卒業。

版画家。各国版画展入賞。

ベルリン、ニューヨータ

で活動。　「エーゲ海に捧

ぐ」で芥川賞受賞映画監

督、タレント。

瀬木慎一（せぎ・しんいち）

　昭和3年東京都生まれ。

中央大法学部卒業。美術

評論家、詩入、東京芸大

講師、総合美術研究所長。

多くの国際展を組織。著

書rピカソ」　rミロ」　「画

狂人北斎」　「江戸美術の

再発見」など多数。

蓬

骸・



事　業　所　名
所　　在　　地
（　）就業場所

生　産　晶　目
事　業　内　容 学　歴 職種および求人数

男 女 男女共用

北越上下水道㈱ 十日町市春日町3 管　工　事　業 高　　卒 配管工（2）

辰　　巳　建　　設　㈱ 十日町市新座4 総合工事業 大卒・専修卒 現場管理（6）

大　島　電　気　㈱ 十日町市明石町 電気工事業 大　　卒 電気技術者（1）

㈱　丸　山　工　務　所 十，日町市稲葉 総合工事業 大　　卒
土木技師（3）

建築技師（5）

㈱庭野電機商会 十日町市高田町 電気工事業 大　　卒 電気工事士（1）

㈱　　村　　山　土　建 十日町市山本町1 総合工事業 短大卒 経理事務（1）

協　　和　建　　設　㈱ 十日町市高田町5 総合工事業 専修卒 現場監督（2）

㈱　　美　　佐　　伝 十日町市四日町新田3 管　工　事　業 専修卒
建築設備
　　　（2）
設計管理

水　国　織　物　㈱ 十日町市駅通り 絹織物製造業 高　　卒 営業販売（1） 一般事務（1）

吉　澤　　織　　物　㈱ 十日町市本町1下 絹織物製造業 大　　卒 営　　業（1）

㈱　　　　関　　　　芳 十日町市山本町5 絹織物製造業 大　　卒
営　　　業（1）
経　　　理（1）

デザイン（1）

島　善　“織　　物　㈱ 十日町市諏訪町 絹織物製造業 大　　卒
デザイン企画（1）

経理事務（1）

青　柳　織　物　㈱ 十日町市栄町 絹織物製造業 大卒専修卒 企画デザイン（2）

三　廣　商　事　㈱ 十日町市昭和町1 織物卸売業 高　　卒 営　　業（5） 経理事務（1〉

㈱　　千　原　　商　店 十日町市千歳町3 織物卸売業 高　　卒 営　　業（1） 営業事務（2）

㈱　　村　　山　商　会 十日町市本町6－1 各種商品小売業 高　　卒
ガソリンスタ
　　。（2〉
ンド・販売貝

津南大規模年金保養基地
　グリーンピア津南 津南町秋成 ホテル・レジャー施設運営

高卒・短大

卒・専修卒
接　　客（2） 接　　客（2） 接　　客（2）

津南町農業協同組合 津南町下船渡 農業協同組合 高　　卒 販　　売（3）

㈱算法設計新潟営業所 十日町市本町2 情報サービス業 大卒・短大卒 SE・プロ
　　　（4）
グラマー

十日町ソフト開発㈱ 十日町市本町6－1　（同上・東京） 情報サービス業 大卒・専修卒 SE・プロ
　　　（11）
グラマー

㈱フジミック新潟
十日町市高田町6
（同上・長岡・東京） 情報サービス業 大卒・短大卒 SE・プロ

　　　（24）
グラマー

㈱テイーエムイー
十日町市昭和町1
　（同上・横浜） 半導体製造装置

大卒・短大

卒・専修卒

電子機器設
計・ソフト（5）

ウェア開発

㈱宮内測量設計事務所 十日町市明石町（同上・小千谷）
土木・建築・サービス業 大卒・専修卒 土木技師（4）

建築技師（2）

㈱　　新　　川　　屋 十日町市高田町6
　（同上・東京） 飲料・食料卸売業 大卒・短大卒 営　　業（2） 営　　業（2） 営　　業（2）

紺　　　　商　　　　㈱ 十日町市本町1上
　（同上・長岡）

染料・繊維用油剤等卸売 大卒・短大卒
技術営業員（4）

試験室員（2）

㈱　き　も　の　ア　イ 十日町市寿町3
　　（東京〉 呉服小売業 大　　卒 営　　業（1）

十日町市農業協同組合 十日町市高田町5 農業協同組合 大　　卒 事務職（1）

共　立　　観　　光　㈱ 十日町市本町3 旅　　行　　業 短大卒 経　　理（2）

二　瓶　歯　科　医　院 十日町市四日町1 歯科診療所 短大卒 歯科衛生士（1）

㈲　　上　村　　食　　品 十日町市明石町 食料品製造業 高　　卒
製造工（1）

営業配送（2）

㈱大和伸管所新潟橘工場 川　西町木落 非鉄金属管製造業 高　　卒 機械・検査（6）

㈱ジャルコ十日町工場 十日町市明石町 電気機械器具製造業 高　　卒 一般事務（2）

㈱津南アパレル 津南町中深見 婦人服製造業 高　　卒 裁　　断（3） 縫』　製（5）

宮本警報器㈱十日町工場 十日町市吉田山谷 自動車用電気部品製造 大　　卒
生産技術（2）

技術設計（3）

三和食品工業㈱ 十日町市高田町6 食料品製造業 大　　卒
技術管理（1）
食品研究開発（2）

㈱字都宮製作所十日町工場 十日町市稲荷町2（営業は東京・名古屋〉 金属加工機械製造 大卒高専卒
機械電気技術織（2）

事務職（1）
営業職（2）

ガルレディース㈱十日町工場 十日町市八幡田町 婦人服製造業 専修卒 縫　　製（3）

ガルレディース㈱津南工場 津南町下船渡 婦人服製造業 専修卒 縫　　製（5）

　　　平成2年新卒者求人案内く第2報＞
※ここに掲載した求人は7月29日までに申し込んだ企業です。詳細は十日町公共職業安定所（費57－2407）へおたずねください。



上一

女性交通巡視員が交通指導
　　～「ゆきつばき号」が巡回～

　
七
月
二
十
四
日
㈲
、
県
警
か
ら
交
通
安
全

教
育
車
「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
に
二
人
の
女
性

交
通
巡
視
員
が
乗
っ
て
来
ま
し
た
。
先
ご
ろ

市
内
で
幼
児
が
痛
ま
し
い
犠
牲
に
な
っ
た
ば

か
り
。
全
国
的
に
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の

ほ
と
ん
ど
が
、
幼
稚
園
児
と
あ
っ
て
保
育
所

（
西
保
育
所
．
四
日
町
保
育
園
・
森
の
保
育

園
）
を
訪
れ
、
交
通
安
全
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
二
人
か
ら
は
、
腹
話
術
（
ケ
ン
ち
ゃ
ん
）

や
人
形
劇
（
動
物
）
、
道
路
の
模
型
な
ど
を

使
っ
て
「
横
断
歩
道
の
渡
り
方
」
、
「
信
号

機
の
見
方
」
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。

　
特
に
園
児
た
ち
は
、
大
好
き
な
動
物
が
飛

び
出
す
人
形
劇
に
大
喜
ぴ
。
し
か
し
、
模
型

を
使
っ
て
交
通
事
故
の
実
例
が
話
さ
れ
る
と
、

　
　
　
　
さ
す
が
に
静
ま
り
返
っ
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
に
聞
き
入
っ
て

④
繊
編
籍
豫
蕪
雛
巳
鋸

　
　
　
　
し
た
ま
た
保
育
所
に
記
念
ワ
ッ
ペ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

讐、右．左を見て・手を上げてね

横断歩道は

世界に響け平和への願い
第35回原水爆禁止十日町市民大会

ス
の
鐘
が
鳴
り
響
く
中
、

と
世
界
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
時
同
じ
く
し
て
広
島
派
遣
団
（
西
川
勝
雄
団
長
）

九
名
が
、
広
島
の
地
で
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
八
月
六
日
㈲
第
三
十
五
回
原
水
爆
禁
止
十

日
町
市
民
大
会
（
松
井
愛
美
会
長
）
が
、
市

民
会
館
ホ
ー
ル
で
午
前
八
時
か
ら
三
十
分
間

開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
丸
山
市
長
、

樋
口
市
議
会
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、
日
曜
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
五
百
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
席
上
、
丸
山
市
長
は
「
昨
年
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
を
行
い
平
和
基
金
条
例
を
制

定
し
た
こ
と
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
平
和
運
動
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
話
さ
れ
、

平
和
の
尊
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
八
時
十
五
分
、
四
十
四
年
前
広
島
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
時
間
に
全
貝
で
ア
ン
ジ
ェ
ラ

　
　
　
　
　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
め
い
福

　　玲
　肇卑

0
欝
縫
罎
掩
に
依
欝
醗
罷
毫
〃
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
｝

学
び
な
が
ら
人
生
の
苦
し
さ
を
編
む

　
家
に
い
る
よ
り
は
外
の
方
が
心
に

張
り
が
持
て
る
と
思
い
、
公
民
館
の

「
手
芸
教
室
」
に
月
二
回
通
っ
て
六

年
に
な
り
ま
す
。

福島タカさん
　（水沢3・68歳）

　
ダ
ル
マ
さ
ん
み
た
い
に
座
っ
て
、

少
し
ば
か
り
の
内
職
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
ね
。

若
い
こ
ろ
か
ら
編
む
こ
と
が
好
き
だ

っ
た
し
、
我
流
で
や
っ
て
い
た
の
で

先
生
か
ら
お
手
本
を
示
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
に
あ
り
が
た

い
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
　
　
ご
と

「
人
生
は
織
り
な
す
綾
の
如
し
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

い
い
ま
す
け
ど
、
私
に
と
っ
て
正
に

戦
時
中
の
苦
し
さ
を
編
ん
で
い
る
み

た
い
で
ね
。
作
る
喜
び
と
創
造
す
る

楽
し
さ
も
わ
い
て
き
ま
す
か
ら
ね
。

長
髪
バ
サ
ミ
を
持
っ
て
六
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
を
卒
業
し
十
四
歳
で
、
い

　
　
　
　
　
　

と
こ
の
羽
鳥
理
髪
店
に
で
っ
ち
奉
公

に
行
き
、
二
十
五
歳
で
ハ
ト
モ
理
髪

店
を
開
業
し
ま
し
た
。
以
来
六
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
／
ん
さ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
吉
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

羽鳥友
　（泉町・

年
、
長
髪
バ
サ
ミ
を
持
っ
て
現
役
で

働
い
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
や

忙
し
い
と
き
の
顔
す
り
、
シ
ャ
ン
プ

ー
な
ど
若
手
⑳
手
伝
い
を
や
っ
て
い

ま
す
。
七
年
ほ
ど
前
に
は
、
業
界
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
八
十
近
く

な
っ
て
も
頑
張
っ
て
い
る
の
は
、
郡

内
で
は
わ
た
し
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

　
手
先
を
使
っ
て
い
る
と
長
生
き
の

秘
け
つ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
体
の
丈
夫
な
か
ぎ
り
、
若
手
と
い

っ
し
ょ
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
よ
。



メダルを胸に優勝を喜ぷ新座Aナイン

第
二
十
二
回
少
年
野
球
大
会

　
－
優
勝
新
座
A
チ
ー
ム
i

　
第
二
十
二
回
少
年
野
球
大
会
が
、
八
月

五
日
ω
・
六
日
⑥
笹
山
野
球
場
を
主
会
場

に
二
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
、

新
座
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
六
日
㈹
の
決
勝
戦
に
は
、
一
回
戦
か
ら

大
差
で
勝
ち
進
ん
だ
同
チ
ー
ム
と
昨
年
準

優
勝
の
四
日
町
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
対
戦
。
初

回
に
三
点
を
先
取
し
た
新
座
A
チ
ー
ム
は

三
回
の
裏
に
同
点
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
四

回
に
二
点
、
五
回
に
三
点
を
追
加
し
ピ
ッ

チ
ャ
ー
徳
永
君
の
好
投
に
よ
り
追
い
す
が
る
四
日
町
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
八
対
四
で
敗

り
ま
し
た
。
大
久
保
監
督
は
「
選
手
全
員
の
気
力
の
勝
利
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
で
は
、
両
チ
：
ム
の
応
援
団
約
百
人
が
子
供
た
ち
の
ハ
ッ
ラ
ツ
と
し

た
プ
レ
ー
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

翼に夢をのせ、ラジコンを楽しむ皆さん

　
　
　
　
　
　
　
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

十
日
町
R
C
ク
ラ
ブ

連
絡
先
一
高
橋
幸
雄
さ
ん

（
晒
薙
3
7
4
）

　
日
曜
日
の
晴
れ
た
日
。
田
中
飛
行
場

に
自
分
た
ち
で
コ
ツ
コ
ツ
と
ラ
ジ
コ
ン

を
製
作
し
た
仲
間
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
十
五
年
前
、
会
員

数
は
約
三
十
人
。
ほ
と
ん
ど
、
市
内
の

人
で
す
が
、
小
千
谷
市
・
小
国
町
・
湯

沢
町
・
津
南
町
の
人
も
い
ま
す
。
ラ
ジ

コ
ン
好
き
な
人
が
「
正
し
い
操
縦
を
覚

え
、
安
全
に
楽
し
も
う
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
初
め
て
飛
行
機
を
飛
ば
し
狂
っ
て

心
地
よ
い
疲
労
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、

『
あ
あ
、
き
ょ
う
も
楽
し
か
っ
た
』
こ

の
一
瞬
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
充
実
感

な
ん
で
す
」
と
高
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

風
向
き
を
計
算
し
て
の
離
着
陸
や
右
・

左
の
タ
ー
ン
、
コ
ー
ス
ど
り
、
そ
し
て

演
技
会
の
た
め
の
宙
返
り
、
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
な
ど
の
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

　
「
操
縦
ミ
ス
で
墜
落
し
た
り
、
行
方

不
明
に
な
る
と
五
、
六
万
円
が
吹
っ
飛

ん
で
し
ま
い
、
考
え
よ
う
で
は
凶
器
に

も
な
り
ま
す
か
ら
、
操
縦
技
術
に
真
剣

に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
会
員
か
ら
の
声

も
聞
か
れ
ま
す
。

　
夏
と
秋
の
飛
行
会
、
検
定
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
み
ん
な
で
楽
し
む

企
画
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ラ
ジ
コ

ン
ラ
イ
フ
に
か
け
る
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

郵原
　Nα4

脚

　
東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
拠
点

　
平
・
漉
野
・
慶
地
・
二
子
・
願
入
の

五
部
落
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
昭

和
五
十
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
会
員
は

四
十
人
（
男
性
三
十
人
、
女
性
十
人
）

で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
と
、
ど
こ
に

も
な
い
安
さ
で
す
。

　
役
員
は
会
長
、
副
会
長
二
人
、
事
務

局
一
人
、
そ
し
て
各
部
落
に
連
絡
員
を

二
人
置
い
て
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

「
今
、
こ
こ
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ

こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
よ

う
な
活
動
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
年
間
行
事
は
忘
・
新
年
会
　
地

区
体
育
祭
、
盆
踊
り
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
管
理
な
ど
で

す
。
そ
の
拠
点
は
何
と
言
っ
て
も
、

「
東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

特
に
、
地
区
体
育
祭
で
は
、
「
若
さ
と
団

結
力
」
で
二
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し

今
年
は
三
連
勝
を
目
ざ
し
て
週
三
回
の

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
雨
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
下
組
小
学
校
の
運
動
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
父
兄
や
児
童
、

青
年
団
が
一
緒
に
な
、
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
年
の
雪
ま
つ
り
で
は
、
雪
ダ

ル
マ
の
面
々
が
東
下
組
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
周
辺
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

そ
の
慰
労
会
は
　
実
力
の
発
揮
し
ど
こ

ろ
と
ば
カ
り
　
飲
ん
で
歌
っ
て
　
．
㎞
ぎ

や
か
さ
は
た
　
へ
ん
な
も
の
で
し
た
。

　
じ
み
で
も
長
続
き
す
る
活
動
に

　
決
し
て
活
動
に
は
自
慢
で
き
る
は
で

さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
じ
み
な

も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
特

性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ

と
が
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
は
た
だ
、
夢
中
で
歩
い
て
い
る
団

体
で
、
ま
さ
に
暗
中
模
索
の
毎
日
で
す
。

「
人
の
和
と
人
の
心
」
を
大
切
に
、
こ
の

東
下
組
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
「
ま
た
、

い
つ
か
来
た
い
ね
」
と
言
っ
て
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

F



　
一
上

、
庵とII．

　　　　　　、

文化施設の充実を

、
1ノ
．

●

　　　①体育施設は充実しましたが、図書館や文化会

　　館などの文化施設が不足していると思います。魅

力あるまちづくりの一環として若

者の定住につながると思います。

建設計画はどうなっていますか。

　②また、年々人口が減少してい

ますが、活力ある十日町にするた

めにも生産人口を増やさなければ

ならないと思います。今、農家に

嫁不足が叫ばれていますが、その

対策はありますか。

長谷川辰雄さん（上新田4）

A①図書館●文化会館の建設の見通し
　　　図書館・文化会館などの建設計画は十日町市総

合計画の社会教育施設に位置づけています。社会教育施

設の充実は「地域に根ざした個性豊かな人づくりをすす

めるまち」を目ざすために、重要な役割を担っています。

　現在までに、博物館・公民館本館・地区公民館の建設、

増改築などの整備をしてきましたが、まだまだじゅうぶ

んとはいえません。図書館・文化会館は、魅力あるまち

づくりを進めるうえでも重要な施設といえます。

わたしたちの

　　　　　コみ　　お
3年福島三生さん

　水沢中学校
（桑原郁夫校長：生徒数335名）

学　校　林

　
我
が
水
沢
中
学
校
は
、
あ
い
さ
つ
や

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

伝
統
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
学
校
林

は
全
国
に
誇
れ
ま
す
。

　
毎
年
、
梅
雨
時
期
の
こ
ろ
、
父
兄
の

か
た
が
た
と
全
校
生
徒
は
、
と
も
に
汗

を
流
し
な
か
ら
作
業
を
行
い
ま
す
。
日

曜
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
の
か
た
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。　
こ
の
学
校
林
は
、
昭
和
三
十
年
こ
ろ
、

二
代
目
の
山
田
幸
平
校
長
先
生
が
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
教
育
目
標
の
達
成

や
水
沢
中
学
校
教
育
資
金
の
た
め
に
面

積
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
植
林
本
数
四
万

七
千
本
を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。

　
山
田
校
長
先
生
の
熱
意
が
ど
れ
ほ
ど

で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
当
時
の
先
生
や

　一一

1
●

、
●

　おかげ様で市民の皆さんの読書熱が高まるにつれて、

公民館の図書室が手狭でたいへん不便をかけています。

また、市民の文化活動も年々活発化してきていますが、

発表の場とより優れた芸術・文化に接する機会は現施設

ではじゅうぶん満されているとは言えません。

　教育予算の中で大きなウェートを占める学校建築も、

水沢中学校建築が平成元年度に完成し大部分終了いたし

ます。そんな状況の中で、土地の問題や財政面での難問

はありますが、第6次総合計画に位置づけ優先度をつけ

ながら、できるだけ早く図書館建設と文化会館建設を進

めていきたいと考えています。

　また、施設建設とあわせて指導体制の整備や団体・グル

ープの組織育成などソフト面にも、さらに力を入れて行

かなければならないと考えています。　（教育委員会）

②嫁不足を解消するために「十日町市農業後継者結婚

促進協議会」設立

　全国的に嫁不足が叫ばれ、農家の深刻な問題となって

います。市では、昭和62年10月に農家30歳以上の男・女の

未婚調査を行った結果、市内の全農家3，887戸のうち359

人（男316人・女43人）が未婚で全農家の9．2％にあたり

ました。また、平成元年1月には30歳以上男性未婚者の

余暇の過し方と結婚についての意識調査を行った結果、

嫁問題グ）解決を本人・家族に期待するだけでなく、市全

体の問題として考えて行くことにな1）ました。その一つ

として、本年5月に市議会議員、農業委員、農協役員の

皆さんで組織した「十日町市農家後継者結婚促進協議会」

を設立し⑦農家後継者および両親に対する教育・啓発④

配偶者の発見、掘り起こしと紹介などの事業を行い、後

継者の配偶者対策を考えていくことになりました。本年

度は、講演会やボウリング大会、各種団体との交流など

を計画しています。多くの皆さんの参加をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（農業委員会）

’

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対する提

言、こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

囹連絡先／総務課文書広報係
　　（費57－3111内線213・214）へ。

、　　　　　、　　　　　、　　　　　　　　　　　、 、r』　　　　　　　　　　　「』



お田さんが，おかいもの

に行くところです。花と小

とりがすきなのでいっしょ

にかきました。

　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　3
　　　（111力齊）3

　　　　　　　俵山拓也くん：
　　　　　　　重光・悦子さん長男　　●

　　　　　　：
　（ニッ屋）　　・
　　　　　　：
　　　　　　：
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さ
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作
り
方
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①
じ
ゃ
カ
い
も
の
皮
を
む

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
水
に
浸
し
、
あ
く
出
し
を
す
6
（
大

粉
　
　
－
－
灘
．
鵜
＾
　
猷
卿
　
き
い
の
は
四
つ
に
切
る
）

腰
鳳
翻
、
欝
柵
鹸
．
驚
鐙
引
諜
㌶
播

溺
　
　
…
　
、
㎜
麓
、
鴨
鷹
ぶ
究
　
　
　
、

宜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
片
栗
粉
を
ま
ぷ
せ
な
が
ら
　
だ
ん
ご

適
　
　
　
　
北
海
道
の
味
を
ど
う
ぞ
！
　
　
　
　
　
　
に
丸
め
て
平
べ
っ
た
く
つ
ぶ
す
・

雛
．
習
っ
て
き
た
の
を
覚
え
ま
し
た
・
そ
れ
※
タ
レ
の
伽
方

．
㈱
．
㎜
．
闘
』
　
以
来
わ
が
家
の
一
品
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
各
々
好
み
の
量
を
な
べ
に
入
れ
、
軽

．
・
灘
、
『
　
　
　
じ
ゃ
が
い
も
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
　
く
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
煮
る
。
好
み
の
味

蟹
鑛
、
，
．
　
子
供
の
お
や
つ
に
、
お
茶
う
け
に
と
て
　
　
に
な
っ
た
ら
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け

瀬
、
・
．
　
　
も
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
　
　
る
・

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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豪
轟
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麗
灘
　
灘
・
．
騨
岡
羅

配
鱗
烈
撤
麗
・
，
懇
黒
勧
勝
購
、
、
、
騰

柏
ム
フ
喝
も
好
　
”
　
墜

麗
鍬
酷
翻
難
、
響
禦
小
島
箋

　　

　　　材料
　　　じゃがいも…／k8・片栗粉…大

　　・さじ6づ由…適宜

．懸羅翻．初ん、牒粉．．蜘

学校林作業に汗を流す父兄と生徒

　
今
年
の
学
校
林
作
業
は
、
前
日
ま
で

雨
で
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
六
月
二
十

五
日
㈲
は
、
す
ば
ら
し
い
天
気
と
な
り
、

ま
さ
に
学
校
林
の
た
め
に
晴
れ
た
と
言

っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
し
た
。
　
「
父
ち

ゃ
ん
が
中
学
の
時
こ
れ
を
し
た
」
と
い

う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
学
校
林
の
植
林

地
域
の
か
た
が
た
、
生
徒
が
ど
れ
ほ
ど

努
力
し
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
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い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
　
　
　
　
　
嚢
簿
法

　
今
、
学
校
林
に
は
石
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。
山
田
校
長
先
生
の
苦
労
と
、
熱

意
を
表
し
た
記
念
碑
で
す
。
す
で
に
先

生
は
こ
の
世
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
骨
が
こ
こ
に
納
め
て
あ
り
ま
す
。

先
生
は
、
毎
年
や
っ
て
く
る
生
徒
た
ち

を
見
て
、
　
「
お
っ
頑
張
っ
て
い
る
な
」

と
か
「
し
っ
か
り
や
れ
」
と
思
っ
て
い

て
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。
年
に
一
度
の

作
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
る

で
し
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
わ
た
し
た
ち
は
、
先
生

の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
こ
の
伝
統
を
守
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

当
時
の
生
徒
と
い
う
か
た
も
お
お
ぜ
い

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
日
中
、
ひ
ど

い
暑
さ
で
し
た
が
、
み
ん
な
必
死
で
頑

張
り
、
山
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
疲
れ
な
が
ら
も
満
足
し
た
顔
で
、

帰
っ
て
来
き
ま
し
た
。
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1
市役所は2｝57一一3111ぐ〒948チ歳町3－3プです

都市計画事業に伴う

　　土地の立ち入り

口目的　都市計画事業に伴う調査、

測量のため

■区域　飛渡川から羽根川までの都

市計画区域

■期間　平成元年8月10日㈲～平成

　2年3月31日G二〉まで。

■立ち入り者　市長が命じた職員ま

　たは委任をした人

■問い合わせ　克雪都市計画課都市

　計画公園係（岱内線273・274）へ。

教えて‘）くださし’！

　　　　　の
焼印両面にあり

o
匹

翻
撃
』

　これは、博物館にあるめずらしい

雪下駄です。両面には焼印があ1）ま

す。この雪下駄に心当たりのある人

は、名称・用途など何でも結構です

ので情報をお願いします。

■連絡先　博物館（費57－5531）へ。

平成2年度「十日町市職員』募集
　平成2年4月1日採用予定の市職

員を募集します。

〈職種・採用予定人員・受験資格〉

■上級・一般事務（一般行政事務に

　従事）一若干名…大学を卒業（来

　年3月卒業見込みを含む）した人

　で、昭和36年4月2日以降に生ま

　れた人

■上級・保健婦（保健婦業務に従事）

　一・2名…保健婦の免許がある人ま

　たは来春取得見込みの人で、昭和

　36年4月2日以降に生まれた人

■初級・一般事務（一般行政事務に

　従事）一若干名…高等学校、短期

　大学、各種学校を卒業（来年3月

　卒業見込みを含む）した人で、昭

　和43年4月2日以降に生まれた人

■身障者採用・初級一般事務（一般

　行政事務に従事）一1名…高等学

　校卒業（来年3月卒業見込みを含

　む）した人で、昭和43年4月2日

　以降に生まれた人

〈試験期日、試験科目〉

■第一次試験　9月22日㈹、保健セ

　ンター（上級一般事務・上級保健

婦…国語、社会、数学、英語、作

文／初級一般事務・身障者初級一

般事務…国語、社会、数学、、作文）

■第2次試験　10月上旬、市役所お

　よび総合体育館　第1次試験合格

者に対し、体力テスト（身障者除

　く）、面接試験を行います。

〈申し込み方法〉

■受付期間　8月10日㈲～9月9日

（∫D午前8時30分～午後5時（土曜

　日は正午）まで。郵送は9月9日

　の消印有効です。

・申込書類①採用試験申込書（総

務課人事秘書係にあ1）ます）②来

　年3月卒業見込みの人は卒業見込

　み証明書③卒業学校の成績証明書

　（卒業見込みの人は前年までのも

　の）④保健婦の免許取得者は免許

　証の写し⑤身障者は身障者手帳の

　写し

■問い合わせ　総務課人事秘書係

　（盈内線215）へ。

三世代交流ふれあい広場

　十日町はそばの里です。「三世代交

流．3、れあい広場」では、おいしいそば

のなぞに挑戦します。夏休みにそば

の種をまき、育てて、12月に手作り

のそばを食べてみましょう。

・対　象　①小学校3年生～6年生

　②親世代③祖父母世代※家族単位

　でなくても参加できます。

・参加費　①小学生500円②親世代

　1，500円③祖父母世代1，000円

ロ定　員　60人（各20人）

■締め切り　8月15日（殉　定員にな

　りしだい締め切ります。

■申し込み　十日町市公民館（岱57

　－5011）へ。　　　　　　、

　　十日町市公民館より

「なかよしランド」は8月

は休みとなります。

9月7日（木）から女台まります。

碑市民ソフトボール大会

■と　き　9月10日（日）開会式午前8

　時、試合開始午前8時30分

■ところ　信濃川運動公園

ロ参加資格　40歳以上の男子と20歳

　以上の女子で1チーム9～15人

　（男子6人以上、女子2人以上）

■申し込み　8月26日（土）までに体育

　課（盈52－4377）へ。

市民プールからお願い1

　8月13日（日）から、閉場時間が午後

7時から午後6時に変わります。

　保護者の皆さんへ

　幼児・小学生に同伴される保護者

の皆さんは、子供の遊泳などの際に

危険防止のため、じゅうぶん監視を

して事故やケガのないようにお願い

します。

8月の無料開放日は26日（土）です

第37回新潟県青年大会8／19・20
種　　目 会　　　　　　場 期　　日

陸　上　競　技 陸上競技場 8月20日

バレーボール
　（男子・女子）

男子：十日町高校　東体育館

女子：十日町高校　西体育館
8月20日

バスケットボール
　（男子・女子）

　男子：総合体育館

　女子：南中学校体育館
＿　　＿　　響一　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　一　　『　　｝　　｝　　一　　『　　一

　男子・女子：総合体育館

　8月19日
＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　｝　　一　　　一

　8月20日

バド　ミ　ン　トン 十日町実業高校　西体育館 8月20日

軟　式　野　球
市営笹山野球場および

　　信濃川運動公園野球場
8月19・20日

卓　　　　　　球 市民体育館 8月19・20日

柔　　　　　　道 武道館　柔道場 8月20日

剣　　　　　　道 西小学校　体育館 8月20日

8月15日（火）はゴミ収集は休みです
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囹追い越し、飛ばし過ぎに注意！

・お盆や、祭「）など

の行事が続き、心う

かれる時期です。追

い越し、飛ばし過ぎ

に注意し、楽しい夏

を過ごしましょう。

　　　　　，駕咽
，6　．、，　3、　象魯・

　＼

7月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 21（104） 26（115） 0（5）

昭和63年 11（63） 11（73） 1（3）

川西町
津南町
中里村

平成元年 6（52） 6（60） 0（3）

昭和63年 5（28） 6（39） 0（1）

平成元年 27（156） 32（175） 0（8）
計

昭和63年 16（91） 17（112） 1（4）

緯泌交差点で正面衝突
　　　　　7月23日（日）午前8時20分ごろ

六箇入口の国道の交差点で、22歳男子の

運転する普通乗用車と61歳男子が乗った

原付バイクが正面衝突し、61歳の男子が足

に負傷しました。右折時の安全確認とバ

イク運転者の防衛運転に心がけましょう。

　　　　　住民健康診査
　　　　　　　　　8月17日～9月6日分
◎対象者

　結核定期健康診断（胸部レントゲン撮影）……15歳以上の人。ただし、

　会社、学校などで健康診断を受けている人は除きます。

　肺がん検診（胸部レントゲン撮影）……40歳以上の人。ただし、会社な

　どで健康診断を受けている人は除きます。

　基本健康診査（検尿、血圧測定、血液検査など）……35歳以上の人。た

　だし、会社などで受けている人およぴ病院で慢性疾患の治療を受けてい

　る人は原則として除きます。

　全員に血液検査を・…・・肝機能、コレステロール、貧血検査を行います。

　循環器検査……血圧などに異状が疑われる人は、心電図、眼底検査を行

　います。　（糖尿病検診は、今までどおり後日行います）

◎個人負担金

●結核健康診断……無料　●基本健康診査……600円　※ただし、生活保護

　世帯・市民税非課税世帯の人およぴ老人保健法による医療を受けている

　人は無料です。

◎その他

〉対象者に通知をしますが、該当日に都合のつかない人や通知などが届か

　なかった人は最寄りの会場で受けてください。また、今年人間ドックを

　受けた人、受ける予定の人は対象外となります。

レ健康手帳をお持ちください。

◎問い合わせ　保健衛生課保健衛生係（盈内線138・139）へ。

心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわr）に迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望の人は事前に

申し込みください。
ワ

ロと　き　8月22日（幻午後1時30分

　～3時まで。

圏ところ　十日町保健所

■担当医　江口医師（中条病院）

ロ申し込み　十日町保健所（盈57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（姪内線138）へ。

　　断酒のつどい

　一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

　希望の人は事前に申し込みくださ

いo

■と　き　8月25日働午後1時30分

　～3時まで。

■ところ　十日町保健所

ロ申し込み　十日町保健所（暦57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（費内線138）へ。

月日 受付時間 対　象　地　域 会　　場
8．17

㈱

午前9：30～11：00 珠川1・2・3・4 珠　田　分　校

午後1：00～3：30 姿1・2、安養寺 姿　公　民　館

8．18

㈹

午前10：00～11：30 当間 当間冬季分校
午後1：30～3：00 大石、南雲 大石冬季分校

8．21
（月）

午前9：30～11：30 水沢1・2・3、馬場1、中在家

午後1：00～3：00 馬場2・3・4、水沢市之沢
馬場小学勒校

8．22
（火〉

午前9：30～11：30 大黒沢1・2、大黒沢東、小黒沢 大黒沢集会、所
午後1：30～3：30 太田島1・2、天池、細尾、池之尻

水沢地区公民館

8．23

㈱

午前9：30～11：30 太田島3、新宮1・2、伊達1

午後1：bo～3：00 伊達2・3・4

8．24

㈲

午前9：30～11：30 土市1・2、幸町

午後1：00～3：00 土市3・4・5

8．28
（月）

午前9：30～11：00 漆島、池沢、野中、鍬柄沢 野中小学校
午後1：30～3100 高島1・2 高島集会所

8．29
（火）

午前9：30～11：30 鉢1・2、中手 真田小学校
午後1：30～3：00 中平、名ヶ山 名ヶ山小学校

8．30

㈲

午前9：30～11：30 吉田山谷、小泉3

吉田集会所午後1：00～3：00 稲葉、小泉1・2

8．31
（木）

午前9：30～11：30 北鐙坂1・2、樽沢
就業改善センター

午後1：00～3：30 北鐙坂3、南鐙坂

9．1

㈹

午前9；30～11】30 中村、六箇山谷、塩之又
老人福祉センター羽根川荘

午後1：00～3：30 麻畑、田麦、ニッ屋、船坂

9．4

（月）

午前9：30～11：30 中町、北原、市之沢

中条地区公民館

午後1：00～3：30 中条八幡、上原新町、上町、旭ケ丘

9．5

（火）

午前9：30～11：30 背戸、下町、峠、梅沢

午後1：00～3：30 中条旭町、中条島、中条新田

9．6

㈹

午前9：30～11：00 太子堂、塚田、上原

午後1：00～3：30 本町7丁目1、本町7丁目2 新座コミニニテ仁セン舛

※次の日程は8月25日号でお知らせします。

』下丁，
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1，500年の歴史をもつ

　　　　　十日町織物

　
衣
・
食
・
住
は
人
間
の
生
活
の
基

本
で
す
か
ら
、
衣
生
活
の
中
心
を
な

す
織
物
の
歴
史
は
極
め
て
古
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
織
物
の
起
源
は
い
つ
ご
ろ

な
の
か
、
原
始
時
代
の
こ
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
て
も
千
五
百

年
以
上
の
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
西
小
学
校
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
は
が
み

の
と
き
に
発
見
さ
れ
た
馬
場
上
遺
跡

は
、
二
万
点
を
超
え
る
多
く
の
出
土

品
に
よ
っ
て
、
今
か
ら
千
五
百
年
ほ

ど
前
の
古
墳
時
代
中
期
か
ら
、
千
三

百
年
ほ
ど
前
の
奈
良
時
代
と
、
千
二

百
年
ほ
ど
前
の
平
安
時
代
初
期
の
三

晴
期
に
わ
た
っ
て
集
落
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
出
土
品
の
中
に
、
千
五
百
年

前
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
住
居
跡
か
ち

「
ツ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
糸
に
ヨ
リ
を

か
け
る
用
具
の
紡
錘
車
が
三
個
発
見

さ
れ
、
ハ
タ
織
り
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
一
緒
に
同
時
代
と
推
定
さ

　
　
　
　
　
　
は
　
じ
　
き
　
　
　
つ
き

れ
る
お
椀
形
の
土
師
器
の
圷
の
胴
部

か
ら
織
布
の
圧
痕
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。　
お
そ
ら
く
、
土
器
を
製
作
中
の
や

わ
ら
か
い
器
面
に
、
着
て
い
た
衣
服

が
お
し
つ
け
ら
れ
て
織
り
目
模
様
が

そ
の
ま
ま
焼
き
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
の

人
々
が
着
て
い
た
着
物
が
編
み
も
の

で
な
く
て
織
り
も
の
で
あ
る
こ
と
が

立
証
さ
れ
、
ツ
ム
の
出
土
に
よ
っ
て

千
五
百
年
前
か
ら
織
物
が
織
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
十
日
町
の
織
物
は

千
五
百
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

布目がついた土器と紡錘車

一56一

百
材
走
で

　
　
全
国
大
会
に
出
場

　
　
　
村
井
　
　
望
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
土
市
2
・
1
1
歳
）

　
七
月
二
十
三
日
㈲
、
第
五
回
新
潟

県
少
年
少
女
陸
上
リ
レ
i
競
争
大
会

（
新
潟
市
）
に
出
場
し
、
女
子
百
材

走
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
八
月
二
十
六
日
㈲
、
東
京
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、
十

三
秒
七
を
マ
ー
ク
し
、
自
己
記
録
の

十
三
秒
九
五
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
が
、
　
『
よ
か
っ
た
ね

え
。
き
っ
と
毎
日
練
習
し
た
か
ら
ね
』

と
喜
ん
で
く
れ
た
時
は
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
澄
ん
だ
ひ
と

み
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
　
「
練
習
の

途
中
で
疲
れ
、
何
度
も
や
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
苦
し
く
て
も

い
い
記
録
が
出
る
と
楽
し
く
な
り
ま

す
か
ら
」
と
明
る
い
現
代
っ
子
ら
し

い
笑
顔
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
お
と
な
し
い
性
格
で
す
が
、
心

の
強
い
子
な
ん
で
す
よ
」
と
お
母
さ

ん
が
付
け
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
勉
強
は
音
楽
・
体
育
が
得
意
で
小

さ
い
時
か
ら
習
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
が

大
好
き
だ
と
言
う
。
い
ま
全
国
大
会

に
向
け
て
陸
上
競
技
場
で
猛
練
習
中

の
望
さ
ん
に
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
水
沢
小
学
校
六
年
）

一
鴫

一
＝

…

　
「
広
島
市
民
が

描
い
た
原
爆
の
絵

展
」
が
八
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
田

倉
三
階
の
展
示
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
原
爆
に
よ
る
生
々
し
い
被
災
の
情
景

が
、
五
十
枚
の
絵
一
枚
一
枚
に
描
写
し

て
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
痛
感
し
、
胸
を
締
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。
訪
れ
た
人
の
中
に
は
、

ハ
ン
カ
チ
を
目
に
あ
て
な
が
ら
食
い
入

る
よ
う
に
見
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
日
㈲
に
は
第
三
十
五
回
原

水
爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会
が
市
民
会

館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
日
曜
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
五
百
人
が
出
席
し
、
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
催
し
に
参
加
し
て
、
二

度
と
広
島
、
長
崎
の
惨
事
を
繰
り
返
え

さ
な
い
た
め
に
、
平
和
の
尊
さ
を
子
供

に
も
教
え
。
そ
し
て
地
球
上
か
ら
核
兵

器
や
戦
争
が
無
く
な
る
日
が
、
一
日
も

早
く
来
る
こ
と
を
祈
る
一
人
で
す
。
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と砺ま妙自然

ヤブカンゾウ⑳

　人里近くのやぶのふち、道端、

土手などに生える多年草です。も

とは中国から渡来したものと考え

られています。根は多数出て、と
　　　　　　　　　　カもいしナい
ころどころにふくらんだ塊茎（ジ

ャガイモのつき方と同じ）ができ

ます。

　花は、直立した茎の上部で二つ
　　　　　　　　　　　　とうせき
ずつに分かれて、それぞれに榿赤

色の花をつけます。おしべが花弁

化して八重咲きとなっています。
　　　うれい
　別名、憂いを忘れる草との意味

でワスレグサの名があります。

市の木き

市の花山つつじ

〔
　
『
し
x




